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第
59
回
定
期
総
会
開
催 

 

爽
や
か
な
五
月
晴
れ
を
通
り
越
し
て
真
夏
の
様
な
蒸
し

暑
い
日
で
し
た
。
五
月
十
八
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
海

蔵
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
二
階
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
の
高
齢
化
に
伴
い
会
場
設
定
が
困
難
に
な
り
、

今
年
初
め
て
の
試
み
に
よ
る
、
代
議
員
制
の
総
会
と
な
り

ま
し
た
。
全
会
員
の
皆
さ
ん
に
出
席
し
て
頂
け
な
か
っ
た

こ
と
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

当
日
は
役
員
の
皆
様
手
際
よ
く
準
備
を
し
て
頂
き
、
来

賓
の
方
々
、
委
員
の
方
を
気
持
ち
よ
く
お
迎
え
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

 

開
会
宣
言
の
後
、
物
故
者
に
黙
祷
、
そ
し
て
来
賓
の
方
々

か
ら
御
祝
辞
を
戴
き
ま
し
た
。 

海
蔵
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
都
市
マ
ス
委
員
会
・
が
立
ち

上
が
り
、
災
害
の
無
い
明
る
い
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
活
動
を
始
め
ら
れ
る
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
私
達 

若
生
会
も
出
来
る
こ
と
で
協
力
し
、
微
力
な

が
ら
も
お
力
に
な
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

会
長
よ
り
会
員
減
少
現
在
三
百
九
六
名
と
な
り
会
員
増

強
の
お
願
い
・
老
人
の
交
通
事
故
、
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
。
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
は
充
分
気
を
付
け
る
よ
う
話
さ

れ
ま
し
た
。 

 

二
十
八
年
度
会
務
報
告
・
収
支
決
算
報
告
・
二
十
九
年

度
会
務
計
画
・
収
支
予
算
案
と
進
み
無
事
承
認
さ
れ
て
総

会
が
終
了
し
ま
し
た
。 

 

閉
会
の
挨
拶
に
て
会
長
よ
り
「
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
す
る
と
共
に
、
会
員
皆
様
の
ご
健
康
を
祈
念
い
た
し
、

役
員
一
同
、
気
持
ち
を
新
た
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

  
田
ん
ぼ
の
緑
が
鮮
や
か
な
季
節
の
中
、
５
月

15
日

(

日)
午
前

１０
時
よ
り
海
蔵
小
学
校
体
育
館
に
於
い

て
第

58
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
員
四
百
十
三
名
中
、
本
人
出
席
八
十
六
名
・

委
任
状
出
席
三
百
五
名
で
、
吉
原
副
会
長
の
「
開

会
の
言
葉
」
か
ら
始
ま
り｢

国
旗
に
敬
礼
」｢

国
歌

の
斉
唱
」｢

物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
」
を
行
い
、
豊

田
会
長
の
あ
い
さ
つ
・
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

水
谷
連
合
自
治
会
長
か
ら
は
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
高
齢
者
の
役
割
と
地
域
の
「
横
と
の
つ

な
が
り
」
等
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
笹
岡
市
議
会

議
員
か
ら
は
地
域
の
情
勢
、
河
原
町
駅
・
阿
倉
川

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
海
蔵
小
の
改
築
な
ど
身
近

な
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
、
他
の
四
名
の

ご
来
賓
の
方
々
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

来
賓
の
方
が
退
場
さ
れ
た
後
、
議
事
の
審
議
に

入
り
、
各
項
目
、
無
事
承
認
さ
れ
総
会
が
終
了
し

ま
し
た
。 

 

昼
食
後
、
午
後
か
ら
は
山
手
中
学
校
の
吹
奏
楽

部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

午
前
中
は
万
古
ま
つ
り
で
演
奏
し
て
、
午
後
か
ら

は
私
た
ち
の
総
会
で
の
演
奏
と
大
変
だ
っ
た
と
思

い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
元
気
よ
く
テ
レ
ビ
で
よ
く

聴
い
て
い
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ソ
ン
グ
等
い
つ
も
耳
に

し
て
い
る
音
楽
で
会
員
の
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て

下
さ
い
ま
し
た
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

最
後
に
会
長
挨
拶
に
も
あ
り
ま
し
た
、
会
員
の

増
強
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

ご来賓のご挨拶を聴く 

ご来賓の皆様  ご来賓の皆様 

 今年の夏は殊の外、蒸し暑さを感じます。 

各地ではゲリラ豪雨に被害甚大です、被災

された皆様の一日も早い復興をお祈りしま

す。朝は元気な蝉の鳴き声が聞こえます。

私達高齢者も蝉に負けず、暑い夏を元気で

健康で乗り切りましょう。適当な水分・塩

分の摂取に心掛け熱中症予防に万全を期し

て下さい。7 月の幼稚園園庭の草取り、炎暑

の中 参加くださった皆様本当に有難うご

ざいました。年初に計画した行事も順調に

進めています。今後も会員皆様のご協力を

お願い致します。       会 長 
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   1. 平成 29 年度連合若生会 会務計画 （付四老連関係）   

            

実施時期 実施項目    実施場所 実施時期 実施項目 実施場所 

３・4月 桜まつり奉仕 海蔵川堤防 5 月～3月 施設訪問奉仕 ＹＭＣＡ 

5 月 役員研修会 市民センター 5 月 定期総会 市民センター 

6 月 世代間交流行事 海蔵小学校       4 月～3月 役員会  市民センター 

6 月 ＧＧ競技会 海蔵川河川敷       

3 月 
施設訪問  

反省会 
市民センター 

7 月 女性部奉仕作業 
海蔵幼稚園 園

庭 

8 月 教養講座       市民センター 年 2 回発行 編集委員会 市民センター 

9 月 友愛訪問 地区内       

9 月 社会奉仕の日 地区内 四老連関係 

10 月 ＧＧ競技会 海蔵川河川敷 5 月 通常総会 勤労会館 

10 月 教養講座  市民センター 7 月 高齢者ＧＧ大会 四日市ドーム 

11 月 世代間交流行事 山手中学校 7 月 趣味の作品展 
四日市文化会

館 

12 月 雑巾の拠出 地区内 9 月 老人福祉大会 
四日市文化会

館 

2 月 役員研修会 市民センター 10 月 大運動会 
中央緑地体育

館 

3 月 世代間交流行事 海蔵小学校 11 月 高齢者ＧＧ大会 四日市ドーム 

        

       

2.平成 29 年度収支予算書  3.平成 29 年度連合若生会役員名簿 

収入の部        

科目   予算額 摘  要 役職名 氏名 備考 

繰越金 467,879  28 年度より 連合会長 豊田 好弘 野田  

会費 237,600  ＠６００×396 名 副会長 近藤 幸子 東阿第 1会長 

市補助金 242,000  一般＋重点配分 会 計 
堀内 きぬ子 野田 

四老助成金 106,000  社会参加育成他 編集委員 

地区助成金 80,000  連合自治会・社協 会計監査 渥美 節生 三ツ谷会長 

寄付金 8,000  総会寸志 会計監査 伊藤 光子 西阿倉川 

雑収入 10  その他雑収入 幹 事 高橋 和子 西阿第 1会長 

合計 1,141,489    幹 事 伊藤 マリナ 西阿第２会長 

  

  

  

  

幹 事 吉原 孝夫 末永会長 

   幹 事 山本 州江 東阿第２会長 

支出の部 幹 事 河合 健次郎 野田会長 

科 目 予算額   摘     要 幹 事 渥美 節生 三ツ谷会長 

単ク運営費 192,000 ８クラブ（地区）分 幹 事 森 かね みゆきヶ丘会長 

負担金 79,200 ＠２００×会員数 396 名 保体部長 平野 芳輝 西阿倉川 

事業費 250,000 友愛訪問・ＧＧ大会 女性部長 

編集委員 
佐久間 照子 西阿倉川 

会議費 70,000 定期総会他   

運営費 550,289 慶弔費他 編集委員 岡本 ひさ子 野田 

合計 1,141,489   社協（花部）     渡辺 柳一 みゆきヶ丘 
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平
成
二
十
九
年
六
月
一
日
、
小
学
一
年
生
と
若 

 

生
会
と
の
昔
遊
び
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

入
学
し
て
わ
ず
か
二
か
月
、
こ
ど
も
達
は
私
達
を 

 

体
育
館
前
に
て
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
迎
え
て
く
れ
ま
し 

 

た
。
学
校
生
活
に
も
慣
れ
、
先
生
の
話
も
よ
く
聞 

 

け
て
頼
も
し
く
見
え
ま
し
た
。
お
手
玉
・
あ
や
と 

 

り
・
ボ
ー
ル
運
び
・
輪
投
げ
・
折
り
紙
と
５
種
類 

 

の
遊
び
を
し
な
が
ら
こ
ど
も
達
は
積
極
的
に
質
問 

 

し
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
大
き
な
声
で
言
っ 

 

て
楽
し
く
遊
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

 
 

海
蔵
小
学
校
の
教
育
目
標
は
、「
共
に
生
き
る
力

を
は
ぐ
く
む
・
輝
く
よ
っ
か
い
ち
の
子
ど
も
」
と
い

う
事
を
目
標
に
し
て
見
え
る
そ
う
で
す 

 

二
ヶ
月
の
間
に
成
長
し
た
こ
ど
も
達
の
姿
を
見

て
、
先
生
方
の
熱
心
な
ご
指
導
と
深
い
愛
情
を
持

っ
て
子
供
達
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
か
ら
だ
と
、

心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
最

後
に
会
長
よ
り
先
生
の
話
を
よ
く
聞
い
て
「
良
い

か
い
ぞ
う
っ
子
」
に
な
ろ
う
と
話
さ
れ
交
流
会
が

終
わ
り
ま
し
た
。 

   

平
成
二
十
九
年
七
月
五
日
～
八
日
迄
、
四
日
市
文

化
会
館
第
一
展
示
棟
に
て
趣
味
の
作
品
展
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
二
百
七
点
の
丹
精
込
め
て
製
作
さ
れ
た

絵
画
、
編
み
物
、
書
道
、
木
彫
り
・
手
芸
等
の
作
品

が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。 

 

海
蔵
地
区
で
は
、
長
寿
賞
に
若
林
榮
さ
ん
、
徳
丸

清
子
さ
ん
の
作
品
と
他
四
名
の
方
の
作
品
が
推
薦
さ

れ
、
十
月
に
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
県
老
連
文

化
作
品
展
に
展
示
さ
れ
ま
す
。 

 

会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
発
想
が
素
晴
ら
し
く 

手
が
込
ん
で
い
て
丁
寧
な
仕
上
が
り
に
、
お
互
い
の

作
品
を
褒
め
あ
っ
た
り
、
作
り
方
を
教
わ
っ
た
り
、

他
地
区
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
る
事
が
出
来
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
趣
味
を
持
つ
こ
と
で
お
友

達
も
増
え
、
新
た
な
生
き
が
い
も
見
つ
け
出
す
事
が

出
来
ま
す
。
一
日
一
日
を
楽
し
く
健
康
で
過
ご
さ
れ

た
証
だ
と
、
作
品
か
ら
感
じ
得
ま
し
た
。 

 

       

            

平
成
二
十
九
年
七
月
十
三
日
、
女
性
委
員
・
男
性

連
合
役
員
に
よ
る
海
蔵
幼
稚
園
の
園
庭
草
取
り
奉
仕

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

梅
雨
時
で
草
の
生
育
が
よ
く
、
長
く
伸
び
茂
っ
て

い
ま
し
た
が
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
若
か
り
し
頃
の
杵

柄
で
段
取
り
良
く
草
刈
り
、
草
取
り
等
、
汗
び
っ
し

ょ
り
搔
き
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
く
れ
ま
し
た
。
園

児
達
の
登
園
す
る
時
間
迄
に
作
業
も
終
わ
り
、
園
長

先
生
よ
り
「
暑
い
中
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
心
の
こ
も
っ
た
お
礼
の
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

会
員
の
皆
様
、
暑
い
中
早
朝
よ
り
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

        

 

第
五
十
三
回 

四
老
連
趣
味
の
作
品
展 

 

女
性
部 

海
蔵
幼
稚
園
園
庭
草
取
り
奉
仕
作
業 

あやとり 

 

 

ボール運び 

海
蔵
小
一
年
生
と
若
生
会
と
の 

 

昔
遊
び
交
流
会 
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平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
九
日
、
当
日
は
天
気

に
恵
ま
れ
絶
好
の
旅
行
日
和
と
な
り
ま
し
た
。 

海
蔵
地
区
か
ら
は
十
六
名
の
参
加
で
、
他
地
区

の
方
々
と
の
乗
り
合
わ
せ
で
一
泊
二
日
の
旅
に
出

発
し
ま
し
た
。
車
窓
よ
り
焼
岳
の
残
雪
を
眺
め
、

一
路
、
上
高
地
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
到
着
。 

梓
川
の
透
き
通
っ
た
水
に
木
々
が
移
り
、
川
の 

せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
聞
き
、
青
葉
の
山
々
の
マ
イ
ナ

ス
イ
オ
ン
を
吸
っ
て
散
策
し
て
い
る
幸
せ
な
ひ
と

時
で
し
た
。
又
、
カ
ッ
パ
橋
か
ら
焼
岳
の
残
雪
風

景
は
絵
葉
書
で
見
る
よ
う
な
素
敵
な
景
色
で
し
た
。 

上
高
地
を
後
に
上
諏
訪
温
泉
「
紅
や
」
に
到
着
。

宴
会
で
は
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
と
時
間
の
経
つ
の
も

忘
れ
和
や
か
に
楽
し
く
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

二
日
目
は
善
光
寺
三
重
の
塔
合
祀
供
養
、
善
光

寺
住
職
に
よ
る
特
別
法
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、

合
祀
供
養
塔
前
で
物
故
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ご
焼
香
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
戒

壇
巡
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
真
っ
暗
の
中
、
手

探
り
で
進
み
、
極
楽
の
錠
前
に
触
れ
て
ご
本
尊
と

つ
な
が
る
こ
と
が
出
来
、
本
殿
の
中
で
最
も
ご
本

尊
の
近
く
に
行
け
る
有
り
難
い
場
所
だ
そ
う
で
す
。

帰
り
に
は
二
年
前
の
御
開
帳
参
拝
で
の
回
向
柱
に

家
族
の
健
康
を
祈
願
し
て
善
光
寺
を
後
に
し
ま
し

た
。 

 
 

今
回
、
他
地
区
の
方
々
と
健
康
で
楽
し
く
和
や 

 

か
に
旅
の
出
来
た
事
に
感
謝
致
し
ま
す
。 

               

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
四
日
、
海
蔵
川
河
川
敷

に
於
い
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 
グ
ラ
ン
ド
に
は
色
と
り
ど
り
の
旗
と
国
旗
が
風
に

な
び
い
て
プ
レ
イ
開
始
を
待
ち
わ
び
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
参
加
者
四
十
名
。
八
チ
ー
ム
で
プ
レ
イ
開
始
。

皆
さ
ん
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
が
続
出
。
成
績
優
秀
で
し
た
。
若
生
会
の
皆

さ
ん
と
は
思
え
な
い
程
、
力
強
く
ボ
ー
ル
を
打
ち
、 

声
高
ら
か
に
笑
い
、
元
気
に
競
技
を
楽
し
ん
で
見
え

る
姿
に
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

プ
レ
イ
終
了
後
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
一
位
～
三
位

迄
・
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
・
飛
び
賞
の
方
が
表
彰
さ
れ

賞
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

一
位 

田
原
勝
子
さ
ん 

二
位 

山
本
鈴
江
さ
ん 

三
位 

平
野
清
吾
さ
ん 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

             
 
 

 

編
集
後
記 

  

今
年
の
天
候
は
異
常
気
象
と
で
も
言
う
の
で
し
ょ

う
か
？
、
各
地
区
に
て
集
中
豪
雨
等
で
水
害
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
私
達
の
地
域
で
は
今

の
と
こ
ろ
大
き
な
災
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
ど
の
様
な
災
害
が
発
生
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
を
念
頭
に
置
い
て
、

健
康
に
注
意
し
て
楽
し
い
日
々
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

  

編
集
委
員 

 

豊
田
好
弘
・
近
藤
幸
子 

 

佐
久
間
照
子
・
岡
本
ひ
さ
子
・
堀
内
き
ぬ
子 

 
 

 

 
 

 

三
重
の
塔
合
祀
供
養 

善
光
寺
と
上
諏
訪
温
泉

旅
行  

第
一
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 

第
一
回 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 


